
歩
誓
↑

杓
名
孝
ど
ん

飽

け

対
す
る
感
謝
の
気
持
ち
が
、

取
り
組
み
に
つ
な
が

っ
て
い

彼
卒
業
後
、
，

京
都
市
内
の
大

家
政
学
を
学
び
、

結
婚
後
に

出
に
移
り
住
ん
だ
。　

一
九
七

に
府
峰
山
保
健
所
の

「栄
養

一
で

一
年
間
学
ん
だ
の
が
活

婚
ま
り
だ
。

―

イー
～
‐
ｔ
ｒｉ

ｌ
ｒ，
１
１
１
ド
１
１

，
ｔ
ｉ
瑯

自
己
表
現
を
学
ぶ

綾
部
で
女
性
の

た

め

の
講
座

綾
部
市
の

「女
性
の
た
め

の
自
己
表
現
講
座
」
が
二
十

一
日
、

同
市
西
町

一
丁
目
の

市
女
性
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ

た
。今

年
二
回
目
の
講
座
は

「私
の
感
情
を
知
る
」
が
テ

ー
マ
。

京
都
市
の
民
間
団
体

「ウ
ィ
メ
ン
ズ
カ
ウ
ン
セ
リ

ジ
グ
泉
型

の
森
杢
番
ｃん

全
↓
が
、

参
加
し
た
十
人
と

話
し
合
っ
た
ｏ

森
本
さ
ん
は
、

な
ぜ
女
性

は
我
慢
を
す
る
人
が
多
い
の

か
、

言
い
た
い
こ
と
を
言
え

な
い
の
か
、

な
ど
を
社
会
状

況
を
交
え
て
説
明
し
た
。

講

座
は
二
十
八
日
と
十
月
二
十

五
日
に
も
行
わ
れ
、

「役
割

劇
」
な
ど
で
自
己
主
張
の
ト

レ
ー
エ
ン
グ
を
す
る
。

中宅抑中却黎す教っ範『中棒帥

これ
い」
の歓
声
が
あ
が
っ　
”

「不
況
で
共
働
き
が
増
え
、　

取

含い
の料
理
で済
ま
せる人
中

ぃよ
ぅ
ですが
、
ゃ
っぱり
”

邦蝶「し豹癒〕は確い”貯
”

崚嫌卿的球づ「こ開い醇お
中

た和」陀隠矢っｔ田て沖晦ぜ）
巾

例t r貝 宏｀ し こ ノJ宏 |｀/

30人満喫

写真 に見入 る家族連 れ (綾部市綾 中 EIIの

アスノ` ホ ール)

中
秋
の
名
月
の
二
十

一
日
、

夜
久

野
町
平
野
の
農
匠
の
郷
や
く
の
に
あ

る
茶
室
や
く
の

一
道
庵
な
ど
で

「夜

久
野
高
原
お
月
見
の
会
」
が
催
さ
れ

た
。美

し
い
星
空
が
見
え
る
夜
久
野
高

原
で
、

抹
茶
を
飲
み
な
が
ら
中
秋
の

間逃さぬ塩

作すらり霞

瞬

カ

綾
都
市
の
カ
メ
ラ
愛
好
家

ら
の
作
品
を
集
め
た

「あ
や

べ
写
真
サ
ロ
ン
展
」
が
、

一
一十

一
日
か
ら
同
市
綾
中
町
の
ア

ス
パ
ホ
ー
ル
で
始
ま
っ
た
ｏ

グ
ル
ー
プ
は
福
知
山
の

一

わ う参加者 たち
一通事同

費定した企業で
働きませんか

資格/40～ 60歳位通
挙歴不間・普免要

酌務/京都ぉ費牲Es:。。
描与/15万 た1

人
を
含
む
五
十
１

七
十
代
の

十
二
人
。

一
九
八
九
年
か
ら

活
動
し
て
い
る
。　

　
一

同
展
に
は
四
十
点
を
出
品

し
た
。今

年
の
テ
ー
マ
は
「瞬

間
」
で
、

夜
久
野
の
祭
り
の

に
ぎ
わ
い
や
、

大
き
く
膨
ら

ん
だ
シ
ヤ
ポ
ン
玉
を
と
ら
え

た
写
真
な
ど
、

シ
ャ
ッ
タ
ー

チ
ャ
ン
ス
を
逃
さ
ぬ
作
品
が

そ
ろ
っ
た
。

ま
た
メ
ン
バ
ー

が
そ
れ
ぞ
れ
三
枚

一
組
ず
つ

の
自
由
作
品
を
展
示
し
て
い

る
。訪

れ
た
家
族
連
れ
は
、

昆

虫
類
や
移
り
ゆ
く
季
節
を
と

ら
え
た
写
真
に
見
入
っ
て
い

た
。

二
十
三
日
ま
で
。

障
害
あ
る
子
と
家
族

仲
良
く
遊
び
や
食
事

舞
鵠
で
交
流
会

学
校
週
五
日
制
に
伴
い
、

障
害
が
あ
る
子
と
そ
の
家
族

の
休

日
の
過
ご
し
方
を
支

援
す
る

「
つ
ば
さ
ク
ラ
ブ
」

は
二
十

一
日
、

舞
鶴
市
岡

安
の
グ
リ
ー
ン
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー

で
交
流

会
を
開
き
、

参
加
者

約
五
十
人
が
バ
ー

ベ
キ

ュ
ー
な
ど
を
楽
し
ん

だ
。地

域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

み
ず
な
ぎ

（鹿
原
）
が
、

府

の
障
害
児

・
者
地
域
療
育
等

支
援
事
業
の

一
環
と
し
て
、

今
年
七
月
に
同
ク
ラ
ブ
を
発

足
さ
せ
た
。

こ
の
日
は
、

市
内
の
三
十

十
五
歳
の
障
害
が
あ
る
子
十

一
人
と
そ
の
家
族
、

ポ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ら
が
、

ボ
ー
ル
遊
び

や
遊
具
で
楽
し
ん
だ
あ
と
、

み
ん
な
で
バ
ー
ベ
キ

ュ
ー
の

準
備
に
か
か
り
、

あ
つ
あ
つ

を
味
わ
っ
た
。
　

　

タ

食
後
は
、

自
然
豊
か
な
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
内
を
散
歩

し
た
り
、

家
族

同
士
が
交

流
を
深
め
る
な
ど
し
た
。

初
一

“め
て
参
加
し
た
母
親
は

霊
自

段
は
な
か
な
か
家
の
外
に
出

ら
れ
な
い
が
、

他
の
家
族
の

人
と
接
す
る
機

会
が
持
て

て
良
か
っ
た
」
と
話
し
て
い

た
。
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♪繁鶴市総禽文fヒ会館 TELO'73-64-0880
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※未就学児童の入場はお断りします     ′
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